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「持参薬」という言葉をご存じでしょうか？ 

 

一般的には入院された方が現在飲んでいるお薬とし

て持ち込んだ薬を「持参薬」といいます。 

私は病院薬剤師としてすべての入院された方が持ち込んだお薬、

いわゆる「持参薬」の内容を全て調べ、その内容を主治医の先生に

報告するという仕事をしております。 

 

その中で少し気になる所をお話させて

頂きます。 

 まず、期限切れのお薬を大切に管理さ

れている方がとても多いです。食べ物に

賞味期限があるようにお薬にもすべて使

用期限があります。使用期限が切れたお薬は食べ物のように味が悪

くなったりはしませんが、お薬の効果が弱くなったり思わぬ副作用が

出やすくなる可能性があります。 

 

おおよそですがお薬をもらって１年半以上経ったものは思い切って

捨てて頂く事をおすすめします。そしてご高齢の方はお薬の量も多く

なるので１回分ずつ飲みやすいように透明の小袋に分けた形でお薬

をもらわれている方も多いと思います。 

その小袋（一般的には一包化といいます） にわけ

たものはお薬をもらって半年くらいが期限と言われて

います。普通のシートに比べどうし

ても光や湿気の影響を受けやすい

からです。 

 

 そして今までの話と相反するようですが、お薬を 

もう少し大切にして欲しいと思います。 

ご高齢の方ほどお薬の負担額は１割の方が多く、ドラッグストアな

どのお薬に比べかなり安く手に入ります。そのため期限が切れていな

くてもお薬が少し変更になったからと前のお薬をまとめて捨てる方も

多くおられます。 しかし、お薬は皆さんが思っておられる以上に高

価なものです。１錠100円のお薬でも負担は10円にしかなりません

が、残りの90円は、税金や保険から支払われています。 

 

以前に比べジェネリック医薬品の普及でお薬は安くなっているよう

に思われますが、その一方で新薬がどんどん発売になっています。

新薬は今まで以上によく効き副作用は少なりますが１錠200円以上

するお薬も珍しくありません。 

是非お薬を飲み忘れて余ったお薬があれば早めに調剤薬局に

持って行って頂き少しでも処方を減らして頂ければ嬉しく思います。 
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

昨
年
は
病
院
の
課
題
と
し
て
三
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
。 

 

一
つ
目
は
「
看
護
基
準
を
現
在
の
基
準
か
ら
一
段
階
上
げ
る
こ
と
」
、

二
つ
目
は
「
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
の
導
入
」
、
三
つ
目
は
『
よ
り
地
域
に

密
着
し
た
病
院
を
目
指
す
事
』
で
し
た
。
基
準
看
護
は
昨
年
3
月
1
日
、

「
13
対
1
」
か
ら
『
10
対
1
』
へ
変
更
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
も
、
昨
年
8
月
1
日
に
3
階
病
棟
の
内
19
床
が

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

三
番
目
の
地
域
に
密
着
し
た
病
院
を
目
指
す
と
い
う
の
は
、
評
価
が
難

し
い
で
す
が
、
昨
年
の
春
か
ら
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
充
実
し
看
護

師
１
名
増
員
し
現
在
40
名
の
患
者
様
を
看
護
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
医
師
に
よ
る
訪
問
診
療(

往
診
と
の
違
い
は
定
期
的
な
訪
問
で
す)

も
現
在
13
名
と
な
り
ま
し
た
、
12
月
3
日
に
は
県
か
ら
阿
蘇
郡
内
で 

 

唯
一
地
域
在
宅
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
連
携
型
）
の
認
定
を
受
け
ま

し
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
地
域
の
開
業
の
先
生
方
と
連
携
し
在
宅
で
の
治

療
・
在
宅
で
の
看
取
り
を
進
め
て
い
く
の
が
目
的
で
す
。 

 

昨
年
の
三
つ
の
課
題
は
、
自
己
評
価
で
す
が
合
格
点
に
達
し
て
い
る 

の
で
は
無
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

今
年
の
課
題
は
、
少
し
ず
つ
体
制
が
整
っ
て
き
て
い
る
の
で
そ
れ
を 

土
台
と
し
て
積
み
重
ね
て
行
き
経
営
の
健
全
化
に
近
づ
け
た
い
と
考
え 

て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
と
も
う
一
つ
、
昨
年
に
引
き
続
き
よ
り
地
域
に
密
着
し
た 

 
 

病
院
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 

小
国
郷
の
医
療
、
福
祉
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
為
に
職
員 

小国公立病院 薬剤師 宮﨑里美 

藤井 巳加 医師 専門：内科 

 
 あけましておめでとうございます。熊本赤十字

病院 総合内科、医師４年目の藤井巳加と申し

ます。研修医２年目の時にも、３ヶ月お世話にな

り、とても楽しく勤務させて頂きました。今回も皆

様に温かく迎えて頂いて、とても嬉しかったで

す。２月までの２ヶ月間の勤務ですが、小国の

医療に少しでも貢献できる様頑張ります。また、

寒さに負けずに温泉や食事など小国での生活も堪能したいです。２ヶ月間

宜しくお願い致します。 

明
け
ま
し
て 

 
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

小
国
公
立
病
院 

院
長 

坂
本 

英
世 

一
同
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
年
も
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

☆ 

新
医
師
紹
介 

☆ 

中野 愛子 医師 専門：内科 

 
 済生会熊本病院、呼吸器内科、医師４年目

の中野愛子と申します。明るく穏やかな性格で、

親しみやすいタイプと思います。中学生の頃、父

が患者さんとして済生会熊本病院にお世話にな

り、遠回りながら夢を追って今に至ります。まだま

だあこがれの医師像にはほど遠いですが、ご縁

のあった小国の患者さん・ご家族に少しでも寄り

添えるよう、優しいスタッフの方々と共に頑張りたいと思います。３ヶ月です

が、美味しいお店や温泉巡りも楽しみにしております。ご指導、どうぞ宜しく

お願い致します。 
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☆ 新 職 員 紹 介 ☆ 

 梅木 朋恵 看護師   

所属：2階病棟 
  
 9月から２階病棟で働かせて頂いていま

す、梅木朋恵です。 福岡から九重へ嫁い

できて、湯布院病院で働いていました。職員

の皆さんは優しく、毎日楽しく働いています。これからも笑顔で楽し

く頑張っていきます。 

 齋藤 美紀 看護師   

所属：3階病棟 
    

 約25年以上ぶりに故郷へ帰ってきました。

9月からこちらで働かせていただいています。

地域との関わりが一番大事なこの病院で、

自分の出来る事を精一杯やっていこうと持っていますので、今後と

もよろしくお願いします。 

 

 
 

平
成
30
年
11
月
21
日(

水)

、
お
ぐ
に
老
人
保
健
施
設
内
に
て
、
阿

蘇
広
域
北
部
分
署
よ
り
来
設
し
て
頂
き
、
家
族
勉
強
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

 

胸
骨
圧
迫
の
手
順
や
ポ
イ
ン
ト
を
人
形
を
用
い
て

体
験
し
た
り
、
A

E

D
の
操
作
方
法
、
誤
嚥
し

た
時
の
対
応
方
法
な
ど
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

心
肺
機
能
停
止
後
、
脳
に
支
障
が
起
こ
る
の
は

3
～
5
分
と
の
こ
と
で
、
少
し
で
も
早
く
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

1

1

9
番
通
報
後
、
救
急
車
が
到
着
さ
れ
る
ま
で
に
自
分
達
が
出

来
る
こ
と
を
、
こ
の
時
間
で
再
確
認
し
た
勉
強
会
と
な
り
ま
し
た
。 

老健便り ②  

老健便り ③  

 施設入所中の梅木初喜様が作詞、慰問者 梅木

千鶴様作曲の「ほのじ音頭」のお披露目がありました。 

 その他にも、キーボードの音色に合わせ、歌ったり

踊ったり、手足を動かしたりと、とても楽しい時間を過

ごしました。梅木千鶴さん、ありがとうございました。 

老
健
便
り 

① 
 

今
年
こ
そ 

 

 

改
善
す
る
ぞ 

 

 
 

メ
タ
ボ
腹 

!! 

（
コ
レ
ス 

 

テ
ロ
ル
） 

詠
み
人 

惟
須 

手
呂
留 

 

 少し前になりますが、晴天だったH30年11月3日文化

の日、えがお健康スタジアムにて開催された「第６回 

熊本リレーマラソン」に小国公立病院、おぐに老人保健

施設の広報活動として、走ることが好き？な職員15名

「かめチーム」「うさチーム」の2チームで参加しました。 

 

 走ることが好き？な職員成績は382チーム中かめチーム33位、

参加していた県内の病院別でみると、『２位/28ﾁｰﾑ？』 

という好成績!!うさチームは315位、体を張って、そして 

楽しく広報活動を頑張りました。  

 今後もスポーツ大会やイベントに参加し、広報活動を 

続けていこうと思います。 

『働く人訪問』で、可愛い 

宮原保育園園児の皆さんから

『手作りカレンダー』 

を頂きました。  

ありがとうございました。 

 

次号のゆたぁ～と新聞は、H31年3月中旬に発行予定です。お楽しみに!! 


